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              要  旨  
 
本 学 では看 護 教 育 の学 士 課 程 において助 産 師 養 成 の教 育 を行 ってき
た。助 産 師 資 格 取 得 希 望 者 は少 なくなく 、本 学 に助 産 師 課 程 創 設 前 は、
履 修 希 望 者 は県 内 外 の教 育 機 関 に進 学 せざるを得 なかった 。そのため 、
短 期 大 学 創 立 当 初 より助 産 師 養 成 課 程 設 置 の希 望 には根 強 いものがあ
った。  さらに、本 学 は医 系 総 合 大 学 であることからも、設 備 、備 品 、人 材 共
に豊 富 であり 、誇 れる優 れた医 系 総 合 教 育 を広 く周 知 すること も設 立 の意
義 としては重 要 であったと考 えられる。周 産 期 医 療 の重 要 な担 い手 となる高
度 で最 先 端 な知 識 と専 門 的 助 産 実 践 能 力 （知 識 ・技 術 ・人 間 性 ）を身 に
つけた助 産 師 を育 成 ・輩 出 するこ とは 、今 後 の昭 和 大 学 ・昭 和 大 学 付 属
病 院 の発 展 にも大 きく寄 与 すると思 われる。  
そこで、平 成 1 8 年 度 に設 置 した本 学 の助 産 師 教 育 課 程 が平 成 2 6 年
度 をもって終 了 するにあたり、本 学 の学 士 課 程 における助 産 師 教 育 の変 遷
と今 後 の展 望 について検 討 したので、ここに報 告 する。  
 
 























































































































地域母子保健 １ 地域看護方法論Ⅰ １ 周産期の女性とその家族の健康について理解し、リプロダクティブヘルスケア








































































































表 2は 1期生から 6期生までの助産師課程の
輩出学生の推移である。
表2． 昭和大学 保健医療学部看護学科 助産師課程 輩出学生人数の推移
課程年度 2008年～2009年 2009年～2010年 2010年～2011年 2011年～2012年 2012年～2013年 2013年～2014年
看護学科助産師課程 1期生 2期生 3期生 4期生 5期生 6期生
3年次希望者 20名 31名 23名 12名 24名 13名
3年次学力選択人数 10名 15名 12名 6名 9名 3名
4年次選択人数 10名 10名 9名 1名 0名 0名
4年次終了人数 10名 10名 3名 1名 ― ―
助産師国家試験合格者 8名 10名 3名 1名 ― ―
昭和大学
付属病院の就職
昭和大学病院 1名 4名 0名 0名 ― ―
藤が丘病院 3名 1名 0名 0名 ― ―
横浜市北部病院 4名 3名 2名 1名 ― ―













































































































の習得カリキュラムでは、3 年次後期の 9 月か
ら領域別看護学実習が 2週間から 3週間実施
されている。翌年の 2月まで長期に渡る実習で


























































































実習Ⅱを助産学実習Ⅱ‐1 として 7月に 2週間













































6月 継続事例出産準備教室企画書・予算案提出 施設別分娩介助見学・演習 助産学実習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ事例演習
























け、内容変更してきた。 平成 21 年度入学生
から実施された本学のカリキュラム改正によっ
て、3年次後期から半期までで終了していた領
域別看護学実習が 4 年次の 4 月下旬まで継
続することになった。その影響で、今まで 4 月
からの開始していた助産師教育ができなくなり、
























平成 18 年度入学生から平成 23 年度入学
生まで 6年間、４年制の助産師教育を振り返っ
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